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４　教授会

1）　デザイン学部教授会
　デザイン学部教授会は、平成22年度に14回開催し、教育課程の編成、学生の入学・在籍、学生支援、
施設整備及びその他学部の教育等に関する事項などについて、幅広く審議を行った。
　また、教授会終了後には、毎回、各学内委員会及び学部委員会からの報告を行う教員会議を開催した。

2）　看護学部教授会
　看護学部教授会は、平成22年度に臨時教授会2回を含む14回開催し、教育課程の編成、学生の入学・
在籍、学生支援、第2期生の卒業判定、施設整備及びその他学部の教育研究等に関する事項などにつ
いて、幅広く審議を行った。また、平成22年度開設の助産学専攻科における教育研究に関する事項な
どについても本教授会において、幅広く審議を行った。教授会終了後には、各学内委員会及び学部委
員会からの報告を行う教員会議を開催した。

3）　デザイン研究科教授会
　デザイン研究科教授会は、平成22年度に12回開催し、教育課程の編成、学生の入学・在籍、学生支
援、施設整備及びその他研究科の教育等に関する事項などについて、幅広く審議を行った。

4）　看護学研究科教授会
　看護学研究科教授会は、開設初年度となる平成22年度に臨時教授会2回を含む14回開催し、教育課
程の編成、学生の入学・在籍、学生支援、施設整備及びその他研究科の教育研究等に関する事項など
について、幅広く審議を行った。また、各学内委員会等からの報告も行い、必要に応じて看護学研究
科教授のほか看護学研究科科目担当専任教員を構成員とする拡大会議として開催した。

５　附属図書館

　平成22年度は11回運営会議を開催し、附属図書館の運営に係る事項について協議を行った。
　主な協議内容は、次期図書館システムの検討、北海道地区大学図書館相互利用サービスへの加入に
ついての可否、図書管理細則の制定（図書の除籍に関する規程）、札幌市立大学後援会からの寄贈図
書受入について、北海道新聞データベースの購入、図書購入選定方針、桑園キャンパス図書館資料保
管庫増設の検討、電子ジャーナル購入についての見直し、電子書籍の扱いについて、附属図書館ニュー
スレター「のほほん」4号の発刊、図書館のあり方についての整理、等であった。
　この他、「さっぽろアートステージ」による企画「アートブックフェア」への協力、学生のコンペ
形式により選定された図書館ノベルティの「しおり」の作成等の各種事業を行った。

６　地域連携研究センター

　研究活動、地域貢献および国内外ネットワーク形成の推進を担うため、運営会議（平成23年度は計13
回開催）で課題や情報を集約し、地域・産学連携部門、人材育成・継続教育部門、国際交流部門、紀要
編集委員会の4セクションに構成員を配置して体系的・機能的に活動を行った。また、運営会議におい
て研究を推進した他、知的財産委員会の機能を担い、学内の知的財産に係わる管理・運営を行った。
　主な活動内容は以下のとおりである。

＜研究推進＞
　地域や産業界から依頼された受託研究15件、共同研究2件、また寄附金6件の受入れを行い、次年度


